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時 は 春、 梅の 盛り、 所 は 信 州詉訪 湖畔。 

そこに 一 軒の 掛 茶屋が あった。 

さむらい 

ヌッと 這 入って 来た 武士が ある。 野 袴に 深 編 笠、 金 

銀 こしらえの 立派な 大小、 グイと 鉄扇 を 握って いる、 

足の 配り、 体の こなし、 将 しく 武道で は 入神 者。 

「よい 天気 だな、 茶 を 所望す る」 

トンと 腰 を 置 台へ かけた。 物 やわらかい 声の 中に、 

凛と して 犯しが たい 所が ある。 万事 物腰 鷹揚で ある。 

立派な 身分に 相違ない。 大 旗本の 遊山 旅、 そんなよう 



なと ころが ある。 

「へい、 これ はいらつ しゃい まし」 

茶店の 婆さん は 頭 を 下げた。 で、 恭しく 渋茶 を 出し 

た。 

ゆっくりと 取り上げて 笠の 中、 しずかに 喉 をうる お 

したが、 その 手の 白 さ、 滑らか さ、 婦人の 繊手 さなが 

ら である。 

茶 を 呑み 乍ら 其の 侍、 湖水の 景色 を 眺める らしい。 

周囲 四 里と は 現代の こと、 慶安 年間の 誠訪の 湖水 は、 

もっと 広かった に違いない。 

I 口 濃なる 衣ケ 崎に 来て みれば 



であった。 

水府 流に しても 小 堀 流に しても、 一 伝 流に しても 大 

和 流に しても、 立泳ぎと いえば 大方 は、 乳から 上 を 出 

す ものである。 それ 以上 は 出せない ものである。 にも 

関らず 老人 は 腰から 上 を 出して いた。 で、 まるで 水の 

上 を、 歩いて いるよう に 見える ので ある。 

侍 はホ トホト 惑、 ひした。 

「だが 一 体 何 流 かしらん？ こんな 泳ぎ 方 は はじめて 

だ、 まことに 以て 珍ら しい」 

だが 侍の 驚き は、 間も無く 一層 度 を 加えた。 と 云う 

の は 老人が、 愈々 でて 愈々 珍ら しい、 〔# 「ご は 底本で 



和 を 計り、 矢張り 寿命 を 延ばそう とした。 幸福 を 得る 

に は 黄金が 必要 だ。 それで 或 者 は 練 金 術 〔# 「練 金 術」 

は ママ〕 を やって、 うんと 黄金 を 儲けよう とした。 

神仙 説 を 産んだ の も、 矢張り 長寿と 幸福との 為め だ。 

だが、 併し、 妖術の 元は、 幸福 を 得る というよりも、 

長寿 を 得る と 云う 方に、 重き を 置いて いたらし い。 と 

ころで 妖術の 著書 はと 云えば、 抱 木 子 を 以て 根元と す 

る。 そこで 筆 は 必然的に、 抱 木 子に 就いて 揮わな けれ 

ばなら ない。 

ところが 洵に 残念な ことに は、 抱 木 子の 著者 は 不明 

なので ある。 これほど 素晴らしい 本の 著者が、 不明と 



薬草 の 匂いが プンプン する。 花が 爛漫と 咲いて いる。 

鵞湖 仙人の 屋敷で ある。 

その 仙人の 屋敷の 附近へ、 一人の 侍が やって来た。 

他なら ぬ 由 井 正 雪で ある。 

先ず 立って 見廻 わした。 

「うう む、 流石 は鵞湖 仙人、 屋敷の 構えに 隙が 無い。 

…… 戌 亥に あたって 丘が あり、 辰 巳に 向かって 池が あ 

る。 それが 屋敷 を夾ん でい る。 福徳 遠方より 来たる の 

相 だ。 即ち 東南に は 運気 を 起し、 西北に は 黄金の，^ 礎 

を 据える。 …… 真南に 流水 真西に 砂 道。 …… 高名 栄誉 

ひつじ さるた つみ いぬい 

に 達する の 姿 だ。 …… 坤 巽に 竹林 家 を 守り、 乾 



その他 水 を 利用して、 さまざまの 忍び を 行う のが、 

葉迦流 忍術の 目的な ので ある。 世の 勝れた 忍術 家なる 

もの は、 勿論、 科学者で はあった けれど、 更に 夫れ 以 

上 忍術 家 は、 心霊 科学で 云う 所の、 「霊媒 ( 一； イジ ャム ) 」 

であった のであった。 

霊媒と は 霊魂の 媒介 者で ある。 

人間 は 現在 活き ている。 だが 人間 はいずれ 死ぬ。 さ 

て 死んだら 何うな るか？ 勿論 肉体 は 腐って 了う。 し 

かし 霊魂 は 存在す る。 これ 霊魂不滅 説 だ。 その 霊魂 は 

何処に いるか？ 霊魂の 世界に 住んで いる！ そうし 

て 夫れ 等の 霊魂 は、 活 きている 人間と 通信したがる。 



由 井 正 雪 は 丘 を 下り、 どこへ とも 無く 行って 了った。 

こうして 深夜 五更と なった。 

すべ て 忍術 家と いう もの は、 五更と 三更と を 選ぶ も 

ので ある。 

鵞湖 仙人の 大館は 森閑と して 静まって いた。 

月 も 無ければ 星 も 無い、 どんより と 曇った 夜で あつ 

た。 

と、 竹 藪から 竹の 折れる、 ピ シピシ いう 音が 聞え て 

来た、 風 も 無い のに 竹が 折れる、 不思議と 耳 を 傾ける 

のが、 普通の 人の 情で ある。 しかし、 そっちへ 耳 傾け 

たが 最後、 心が 一方へ IB して 了う。 偏 すれば 他方が が 



ら 空きと なる、 そこへ 付け入る のが 忍術の 手 だ。 

竹の 折れる 音 は 間も無く 止んだ。 後 は 寂然と 音 も 無 
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鵞湖 仙人 はどうして いるだろう？ 由 井 正 雪 は 何処 

にいる だろう？ 勿論 竹 を 折った の は、 正 雪の 所業に 

相違 無い。 

と、 廐で 馬が 嘶いた。 さも 悲しそう な 嘶き 声で ある。 

だが 夫れ も 間も無く 止んだ。 そうして 後 は 森閑と、 

何ん の 物音 も 聞え なか つ た。 

屋敷 は 益 々しずまり 返り、 人の 居る ような 気勢 も 無 
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「幽霊船 だって？ 何ん の 事 だ？」 

こう 眩いた の は 正 雪であった。 

うまや 

彼 は此時 廐の 背後、 竹 藪の 中に 隠れて いた。 

で、 キラ リと眼 を 返す と、 天 竜 川の 方 を 隙 かしてみ 

た。 

いかにも 此奴 は 幽霊船 だ。 人魂の ような 青い 火が、 

フ ラフラ 宙に 浮いて いる。 …… 提灯で 無し、 篝 火で 無 

たいまつ 

し 龕燈で 無く 松 火で 無い。 得体の知れない 火であった。 

どうやら 帆： ill の てっぺんに、 その 光物 は 在る らしい。 



r ヒ— ッ」 と復も 女の 悲鳴。 

意外！ 歌声が 湧き起った 

武士の あわれなる 

あわれなる 武士の 将 

霊 こそ は 悲し けれ 

うず もれし その 柩 

在りし 頃た たかいぬ 

いま は 無し 古 骨の 地 

下 ざまの 愚なる 

つ つし めよ。 おお 必ず 

不一 一 の 山 しらたえ や 



「深く は 無い が、 ちょっと 痛い」 

「アツ ハ ハハ、 お気の毒 だな。 …… 手中に 握った 天罰 

で、》 j ざる」 

「でも 宜く 心が 付かれた な」 

「天地人 三才の 筋からで ござる」 

「大概な 者に は 解らぬ 害 だが」 

「なに さ、 手相 さえ 心得て 居れば、 あんな ことぐ らい 

は 誰に でも 解る。 …… が、 あれ は 何 術で ござるな？」 

「さよう、 あれ は、 十宮 伝」 

「南 宗派 乾 流 九重 天、 第一 巻の 其 中に、 矢張り あるの 

で ござろう な？」 由 井 正 雪 は 鎌 を かけた。 



すると 老人 は ジロリ と 見た が、 

「さあ 何う だかな、 わし は 知らぬ」 俄に 用心した もの 

である。 「それ は然 うと 正 雪 殿、 昨日 〔# 「昨日」 は 底本 

では 「明日 匕 は 湖畔で お 目に かかった な」 

「え、 それで は ご存じ か」 正 雪 ちょっと ド キリと した。 

せきば 

「それに 昨夜 は ご苦労だった。 折 竹 探 法、 嘶 馬 探 法、 

いろいろ 忍術 をお やりの よう だが、 とうとう 諦めて 帰 

られ たな。 どうやら 葉迦流 をお 学びと 見える、 が、 ま 

だま だ 少しお 若い。 あれで は 固め は 破れぬ よ」 

「畜生」 と 正 雪 は 腹の 中 「爺め、 何んでも 知ってい や 

がる」 しかし 彼 は 屈しなかった。 



「今後 はなん となされ ますな？」 

「手が 出 ませぬ。 捨てて置きます」 

「お 娘 御のお 命 は？」 

「可哀 そうに、 死にましょう」 

「拙者、 退治て 進ぜよう」 正 雪 は 復も膝 を 進めた。 

「いかがで ござろう、 褒美と して、 秘卷 はお 譲り 下さ 

るまい か」 

老人 はじつ と 考え込んだ。 それから 徐ろに 口 を ひら 

いた。 

「最早 秘巻此 わし に は、 殆ど 必要が 無い ので ，1 /ざる。 

何故と 云う に 既に わし は、 秘 巻の 意味 を 知り 尽し たか 
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